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曹操期の鄴建都の意義（木村）
一
はじめに
　
千八百年後の隣国日本でも人気を博している『三国志』
の主役の一人である曹操は、乱世にあって自らが前線に赴き果敢な戦いを見せ、また兵戸制や求賢令など非凡な政策を実現し、天子の権威を駆使して自身の権威を高め、ついには四百年続いた漢王朝をぬけがらにし 覇業を進めいった。その曹操の政治拠点は主に鄴・洛陽・許昌の三か所であるが、こ うち鄴（現河北省邯鄲市臨漳県）は、曹操が鄴城を手に入れるやただちに軍府 移しここを本拠地とした。　
なぜ、曹操は、後漢王朝の都でかつ中国史上最も長い間
都であった洛陽（現河南省洛陽市）や自身が献帝 奉戴
た許（現河南省許昌市、ここでは魏王朝設立前を論じるため、許昌ではなく許に統一する） なく、漢代にはそれほど重視されてい かった鄴を本拠地にしたのか。不自然な点があるにも関わらず、そこに着目した研究はない そこで本稿では 曹操がなぜ鄴を本拠地としたのか追究していきたい。
第１章
　
三国時代の鄴についての先行研究
　
鄴城の考古学的調査をまとめた研
究
（（
（
は早くから見られた
が、特に日本における研究では、日本古代都城の淵源を考えるという視点から、鄴城の都城プランが注目された。そのため鄴城を取り巻く環境についての考察は軽視されていた。本章では 鄴地域における先行研究を整理する。
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１．河北平原の生産能力からみた研究
　
馬志冰は、太行山東麓河川の水に流された土砂の堆積に
よる扇状地であるため、土壌が肥沃で農業に好立地であるとす
る
（（
（
。さらに塩沢裕仁は、西門豹や曹操がこの扇状地に
灌漑事業を積極的に行ったため、都市空間の内には農業生産の区域が多かったとす
る
（（
（
。しかし、市来弘志は、鄴の生
産性には問題 あ とし、その理由を①漢代に黄河の洪水に頻繁に見舞われ、国家による治水事業が行われなければ、大規模な農業は難しい場所である、②魏・西晋時代には大規模な水利工事が行われて屯田を開くが、戦乱が絶えなかったこの時代に農業が栄えたとは考え くい、③鄴周辺は若干の微高地を除けば一面の大平原 り 農業より牧畜に適した地形であるため、当時 鄴周辺は華北諸民族多く居住でき 、という三点から農業生産力と牧畜の融合がこの場所で行われ、さらに鄴の大人口を支え ためには、山東方面からの食料移入が考えられる としている
（（
（
。
　
２．交通網の視点からみた研究
　
佐久間吉也は、水利漕運史の観点から南北漕運路の形成
をまとめ、曹操の灌漑事業によって農作物が繁茂し、曹操の勢力拡大に重要な意義を持つとした
（（
（
。また、伊藤敏雄は、
屯田開発を水利事業との関わりの中で追究し、軍事上の要請によって水利事業が発展したと述べる
（（
（
。さらに郭黎安は、
便利な交通網は城市の存在と発展に必要な条件であり、河北地区水運の発達 補給だけでなく兵の輸送にも有利であり、曹操の灌漑によって東北辺境が淮河流域と結びつけられ、これにより鄴は軍事基地の地位を確立したと指摘する
（（
（
。塩沢裕仁は鄴を取り巻く自然地理環境にもとづく交通
路として、太行山脈を越える経路、太行山脈東麓に沿う経路、河北平野の河川交通路が発展し いたとする
（（
（
。
　
これまでの研究では後漢王朝の首都であった洛陽や許が
どういう状況にあったのかを考慮してはい ものの、鄴がなぜ都市として成り立 かという視点や鄴に対する曹操政権の政治的思惑という視点が抜けている うに思われる。それらを考慮せずに 曹操期に鄴が発展 た理由は見えてこないであろ 。　
そこで本稿は、この二点について論じていき、曹操期の
鄴建都の意義を考察していきたい。
第２章
　
鄴・洛陽・許の食糧・交通・軍事面での比較
　
この章では、鄴・洛陽・許の地域の歴史的背景を述べた後、
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覇権争いに一番必要である食糧・交通・軍事面などがどうであったのかを比較し、なぜ曹操が鄴を本拠地としたのか、論じていき 。　
１．鄴
（１）歴史的背景　
鄴に近い河南省安陽市からは「殷墟」が発見されてい
る。実在が確認されている最古 王朝、殷王朝の遺跡であり、このことからも、鄴の付近は い時代から重要 拠点であったことが推測される。　
また鄴は、春秋時代（前七七〇～前四〇三年）に春秋五
覇の先頭を切った斉の桓公が城塞都
市
（（
（
とし、戦国時代の魏
の文侯 時に西門豹が十二
渠
（（1
（
を築いて灌漑して以来、肥沃
を誇った地である。市来弘志は次のように指摘する。鄴が河北南部の中心となったのは後漢末 で 冀州の牧・韓馥のゆずりをうけて袁紹が本拠地を置いた がその端緒だが、都市として 鄴 地位 確立させたの 曹操であり、彼が袁氏勢力 滅ぼす 二〇四年に鄴を根拠地とし漕運を建設するなどして大規模な都市建設を行った。二二〇年に曹丕が漢から帝位 簒奪して皇帝 即位し洛陽を都にするまでの間は事実上の首都と言っ よい地位にあり、魏
王朝成立後には五都（洛陽・長安・許昌・鄴・譙） 、西晋期にも四都（洛陽・長安・許昌・鄴）の一つとして重要な都市であり、後趙（三三五～三五〇年） 、冉魏（三五〇～三五二年） 、前燕 三五七～三七〇年） 、東魏（五三四～五五〇年） 、北斉（五五〇年～ 七七 といった王朝では鄴が首都であった。その 唐代宋代においても政治・軍事的要地であったことに変わりはないが、魏晋南北朝期に比べてその重要性が低下したことは否めない。鄴という都市が王朝の首都となり繁栄し のは魏晋南北朝期 限られてい
る
（（
（
、と。このように鄴に首都を置いた王朝の特徴とし
て、中国の統一に成功していない点が大きく挙げられるであろう。（２）農業拠点　
馬志水は、鄴の地形の特徴から温帯的で森林が早く生ま
れ、自然に肥沃な土地になり、水分が充足していて、耕作に適しており、農業発展にとって有利な条件であっ
た
（（1
（
と主
張する。官渡の戦い後の鄴は 屯田 役職から見ても最高位の典農中郎将がおかれ、また鄴の近隣である魏郡（鄴県を含む郡部）にも同じく典 中郎将がおかれ 通常一名あるところの屯田都尉 二名置かれていること
（（1
（
、などから、
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この地の農業生産力が圧倒的であったことがわかる。　
市来弘志は土地柄農業と牧畜の融合も可能であったこと
から、異民族を囲いこんで居住させた面でも重要な拠点であった
（（1
（
とする。
（３）交通拠点　
鄴が交通の要衝となりえた点については、曹操の漕運に
ついても考えなければならない。馬志水は、鄴一帯は水網交錯して洹水・蕩水・淇水は諸川を南に集め、東に白溝がめぐり、漳水は西から鄴城に入る とから、もともと天然に発展した水運交通があり、曹操は大規模な川渓や水道を修復し利用した
（（1
（
とする。
　
まず、曹操がこの地域で行った水利事業を細かく見てい
くと、　
①建安九（二〇四）年、淇水・河水と白溝・清河とを連
結させ漕運を通した
（（1
（
。
　
②建安十一（二〇六）年、渠を開鑿し泒水を呼び込み名
前を平虜渠とした。また、
泃
河口から潞河を入れて、
名前を泉州渠とし海に通した
（（1
（
。
　
③建安十八（二一三）年、鄴城の東北に漳南を開拓し、
漳水を引いて東に入れて清洹の河漕を通し、名前を利
漕渠とした。これにより鄴城西と北の漳水と東西の白溝を接続した
（（1
（
。
　
④曹操は鄴の西十里の漳水の上に漳渠堰 （長明溝） を作っ
た
（（1
（
。
これらにより漳水の水が城内を通ったことから、鄴城では交通や運輸が便利になった。　
佐久間吉也は、曹魏政権が発展する過程において、黄河
にクロスする漕運路が形成され、隋の大運河の先駆的役割を果たし、総じて曹魏政権は積極的に漕運路 建設することに取り組んだ
（11
（
とする。
　
伊藤敏雄は、軍事上の要請から旧施設の存在しない地に
屯田しなければならない場合もあり、漕運路を新たに開発することもあったと思われる
（1
（
と主張する。
　
反対に郭黎安は、曹操が開いた運河は鄴の交通条件を改
善し、鄴の都市を拡大したことから、魏晋南北朝の鄴都興廃は、政治・軍事的原因では く河北地区の水運形成が決めた
（11
（
とする。
　
どちらにしても、この曹操の一連の大規模水利事業が
を都として押し上げたと言えるだろう。曹操の一連の水利事業によって交通網が発達し、陸上交通路については太行山脈を越えて太原盆地に行く通路として
滏
口陘があり、そ
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五
こから東南に出る道と漳水の合流地点に鄴城は設けられてい
る
（11
（
。ゆえに後に考察する洛陽ほど便利ではないが、都市
としての交通網は発達していたと考えられる。（４）軍事拠点　
村田治郎は、次のように指摘する。鄴は、ちょうど河南
平原の北端に近く、北方民族が中原占有の手を伸ばす拠点であり、洛陽に比較的近く、鄴を取る者は同時に洛陽を手中に収めることができる。ちょうど南北対立期おいては、南方より離れているのも具合がよい。また、大平野 中に位置するから、大兵力を養うことも容易である。中原を制し攻防の拠点とするのに、鄴は好適の位置にあっ
た
（11
（
、と。
しか 、村田説の挙げる諸条件は他の河北の都市にもあてはまる。鄴を選んだ理由については、村田が指摘するように鄴と洛陽が近距離にあるという理由に加え、曹操 一連の水利事業による交通網の発達、東北方面の烏丸 鮮卑、太行山脈の西側に居住していた匈奴などの遊牧民族と対峙する拠点として鄴が重要な軍事 であった 間違いないと考えられる
（11
（
。
（５）なぜ邯鄲（現河北省邯鄲市）ではなく鄴なのか　
後漢時代に重点な地域であった邯鄲ではなく鄴なのか、
という点も整理しておきたい。　
塩沢裕仁によると、邯鄲はアルカリ性の強い土壌であっ
たことから農業生産力が低い地域であったが、この地の鉱山資源により、割拠した勢力はその富に頼 て漢王室と対立することも多く これによって戦禍を被ることが多く、後漢末は地位が極めて落ち込んでいき、さらに鄴には漳水という大河川が通じている とから、漕運を使った流通では邯鄲に勝ったとする
（11
（
。
　
それに加えて後漢の後半に入ると度重な 飢饉や内乱が
発生し、経済資源は二の次になったことは否めな 。食糧が確保できない 決定的な理由で、邯鄲衰退の 由があると考えられる。　
以上のように、食糧・交通・軍事 面から鄴を考察したが、
曹操期においてはこの三点からみても鄴を本拠地 する条件を充分持っていた 言 る。しかし、 にも弱点があ軍事拠点として南方や西北方面へ征伐に行くためには、黄河という障害があるため、補給面からみても盤石と 言い難い。よって、曹操は鄴を本拠地としたが、曹操の生涯は、
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表１　曹操の軌跡（155年〜206年まで）
年 曹操略年表 場　所
（（（ 永寿元年 豫州沛国譙県に曹嵩の子として誕生 沛国　譙県
（（（ 中平元年 騎都尉に任命され、潁川で黄巾賊征伐に功を立て、済南国の相となる
洛陽→潁川→済南→洛陽→
沛国
（（（ 中平５年 西園八校尉の制定にともない、典軍校尉に就任 洛陽
（（（ 中平６年 陳留で反董卓の兵を挙げ、翌年滎陽で董卓の将徐栄と闘い敗れ、故郷に戻る 洛陽→陳留→滎陽→河内
（（（ 初平２年
黒山の反乱軍が魏郡、東郡に侵攻、曹操は東郡に駆付け濮陽に
おいて打ち破る。これにより袁紹の推薦をうけ東郡太守とな
り、東武陽に本拠を構える
河内→濮陽→東武陽（本拠
地にする）
（（（ 初平３年 青州の黄巾が兗州に侵攻、刺司の劉岱、済北の相鮑信がこれと戦って戦死。曹操が迎えられて兗州の牧となる
頓丘→内黄→東郡→兗州→
寿張
（（（ 初平４年
袁術と闘い袁術に勝利する 兗州（鄄城）→匡亭→太寿→兗州（定陶）
徐州牧の陶謙に父を殺され、征討に赴く 徐州→襄賁県
（（（ 興平元
参謀の陳宮の裏切りによるクーデター発生
陶謙討伐を断念して根拠地の兗州に戻る 徐州→兗州（鄄城）
曹操と呂布　濮陽で対峙し、決着つかず 濮陽→兗州（鄄城）→東阿
（（（ 興平２年 曹操　呂布を定陶で破り、兗州争奪戦に勝利を収める 済陰郡（定陶）→鋸野→徐州→兗州→予州（陳国）
（（（ 建安元年
正月武平に侵攻する
武平県→汝南・潁川→洛陽→
梁国
７月献帝が洛陽に入り、８月曹操は兵を率いて洛陽に入り、献
帝を許に移す
（0月曹操自ら司空となり、荀彧を侍中に、荀攸を軍師に、郭嘉
を司空祭酒に任ずる
棗祗の献策をうけ、曹操は屯田をはじめる
（（（ 建安２年
曹操　張繡と戦い、宛攻防戦で大敗 南陽郡（宛）→湖陽県→舞陰県→許
袁術の陳侵攻を迎撃 陳→許→宛→許
（（（ 建安３年
張繡を穣に包囲する 穣→安衆→許
呂布を討つ 許→下邳
（（（ 建安４年 呂布残党征討、官渡に軍を進めた 昌邑→黄河南岸→射犬→黎陽→許
（00 建安５年
劉備征討戦を起して沛を攻める 沛→官渡
袁紹との決戦に大勝し、河北支配へ大きく前進する 黎陽→延津→白馬→官渡→烏巣
（0（ 建安６年 袁紹軍を倉亭に破る 倉亭→許→劉備討伐のため南征
（0（ 建安７年 曹操　故郷の譙に兵を休め布告を発し、逡儀に行き、睢陽の用水を補修 譙→逡儀→官渡
（0（ 建安８年 袁氏兄弟を攻撃　荊州の劉表を攻める 黎陽→鄴→許→荊州→黎陽
（0（ 建安９年 鄴平定戦に、勝利する 鄴
（0（ 建安（0年
南皮に袁譚を討ち、冀州を平定する 鄴→平原→南皮→平原
河北の黒山賊を征圧 漁陽郡
烏丸征討 鄴→幽州
（0（ 建安（（年
高幹の反乱を鎮め、并州を征圧する
并州→青州
青州に入り、海賊の管承を征討
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七
表２　曹操の軌跡（207年〜220年まで）
年 曹操略年表 場　所
（0（ 建安（（年
白狼山に烏丸を討つ 北鮮卑族の領内を抜けて遼西→鄴
袁尚・袁熙亡ぶ 代郡の易水
（0（ 建安（（年
三公（司徒・司空・大尉）を廃し、丞相に就任　権力を集中させる
鄴→新野→江陵→巴丘→
赤壁→鄴
荊州攻略開始
孔融を処刑
赤壁において劉備・孫権連合軍の反撃をうけ大敗北を喫する
曹操は、江陵・襄陽に兵を留めて北に戻る
（0（ 建安（（年 合肥に陣どる 鄴→譙→渦水→淮水→肥水→合肥→譙
（（0 建安（（年
能力重視の人材登用を布告する（求賢令）
鄴に銅雀台を築く
（（（ 建安（（年
潼関で馬超・韓遂率いる涼州豪族連合軍を撃破 潼関から北へ→渭水を渡り馬超らと決戦
長安より北へ向かい安定を包囲 長安→鄴
（（（ 建安（（年
魏公に昇格し「魏」建国　孫権討伐
荀彧は、曹操の帝位簒奪の野望を阻止しようとするが、結局寿
春で服毒自殺
（（（ 建安（（年 再び孫権討伐　濡須口を攻撃 濡須口→鄴
（（（ 建安（（年 曹操　献帝の伏皇后を幽殺し、二人の皇子を毒殺する
（（（ 建安（0年
張遼、合肥で孫権軍を撃破
漢中の張魯を征討　巴郡　関中郡平定 西征へ→陳倉→河池→陽平→南鄭
（（（ 建安（（年
５月魏王に昇格　８月鐘繇が魏の相国となる
曹操　中尉の崔琰を殺す
鄴
８月匈奴南単于の呼廚泉が魏に来朝するが、そのまま鄴に留
められる
（（（ 建安（（年 ２月再び孫権討伐のため濡須口の戦い　３月夏侯惇・曹仁・張遼らを居巣に留めて軍を引く 濡須口→許
（（（ 建安（（年
正月、耿紀・韋晃らが許昌においてクーデターをおこし、曹操
を誅殺しようとするが、失敗 許
３月曹洪が呉蘭を打ち破り、張飛・馬超は逃亡
鄴？
４月代郡・上谷の烏丸や無臣氐らが反乱　曹操は息子の曹璋
にその討伐を命じる
曹洪は、代郡の烏丸を破り、鮮卑の大人軻比能が投降
北方が安定
劉備は陽平関において夏侯淵・張郃・徐晃らと対峙。９月曹操
自ら軍を率いて長安まで進出 鄴→洛陽→長安
（（（ 建安（（年
正月劉備の漢中進撃をうけて出撃、敗北し漢中を放棄 長安→斜谷→漢中→長安→洛陽
７月鄴において、魏諷の乱が起きる　曹丕が鎮圧
（（0 建安（（年
正月洛陽にて死去　享年（（歳 洛陽
（0月後漢の献帝は魏に禅譲を行い、曹丕が帝位につく
（（月洛陽に宮殿をいとなみ、魏は洛陽に都を定める
※『三国志』巻一魏書一武帝記を基に作成
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表１・２のように縦横に駆け巡っており、決して鄴だけで完結できなかったこともわかる。そのために中国を統一していない曹操にと ては、鄴だけでなく洛陽や許も重要な拠点にしておかなければならなかったと考えられる。そこで、次に洛陽と許についても検討してみ　
２．洛陽
（１）歴史的背景　
洛陽は古来より覇権抗争の地であり、歴史的背景として
は十世紀までに、夏（前二一世紀～前十六世紀） 、商（前十六世紀～十一世紀） 、西周（前一一三四～前七七一） 、東周（前七七〇 前二五六 後漢 二五～二二〇） 、三国魏（二二〇～二六五） 、西晋（二六五～三一六） 、北魏（三八六～五三四） 、隋（五八一～六一八） 、唐（六一八～九 七後梁（九〇七～九二三年） 、後唐（九二三～九三六年） 、後晋（九三六～九四六）の 三王朝が都をおいた。　
後漢末の洛陽の状況ついて述べると、董卓が献帝を脅し
て一九〇年に洛陽から西の長安に遷し、その際、洛陽付近の住民数十万も無理やり西へ連れ去り、周囲数百里内の家屋を焼き払ったため、洛陽一帯は人煙もたたない無人の野となっ
た
（11
（
。２年後、司徒王允と董卓の武将・呂布が謀って
董卓を殺害した結果、長安は大混乱に陥り、巷では董卓の残党が互いに殺 合った。一九五年献帝は、長安を脱出し翌年洛陽にたどりついた。その時の洛陽は一面破壊されたままの光景が広がり、 「宮室は焼き尽き、百官 荊棘を披き、土塀の間に依って居場所を作るありさまであっ
た
（11
（
」と
ある。一九六 、曹操は政治の主導権を握るべく、軍を率いて洛陽に赴き、董卓の残党を追い払い、献帝を軍中に迎えた。洛陽の宮殿が荒れ果てて たため、献帝の身柄を彼が支配する許に移し、許を都とし「天子を挟みて以て諸侯に令
す
（11
（
」こととなった。以上の事から、後漢末の洛陽は都
として機能するどころか 相当 廃し いた事がわかる。（２）農業拠点　
黄河の流域の地層は黄土層といって、地質年代の太古に、
今の中央アジア方面から吹き送られた、ごく細かい砂 積もり積もってできた地層で、この黄土地帯の地質は、深い森林などが生まれない め開拓しやすく、また少しの水分があれば肥沃な耕地に るので、農業には恵まれ 地帯であ
る
（11
（
。また、二百年続く都城があるということは、祭事、
政治、軍事、経済の中心であり、それらの生態系を維持するための食糧が洛陽にはあった、もしくは運ばれてきてい
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たと考えられる。しかし、董卓により後漢末の洛陽は相当荒廃していたことに加え住民が長安 強制移住させられていたため、土地と人員という農業生産力に必要な資源がなかったという意味ではかなり厳しい状態であったことがわかる。　
しかし、前述の屯田の役職から見ても最高位の典農中郎
将
（1
（
が置かれていることや、曹操の晩年には軍事拠点として
の地位が上が ことからも農業生産力はかなり回復していた可能性は高い。（３）交通拠点　
洛陽は、何といっても二百年という長い期間、後漢王朝
の都であり、前漢時代から北の薊、東の臨菑、東南の呉、南の宛から江陵へと各地方の主要都市と結ばれていた。このように洛陽は、河南平野 ちょうど中心部にあ り 交通路は網の目のように走り、人・情報・物資は一度、この地域に集まってから東西南北に散っていった。　
つまり、首都としての地位の期間が長かった分、充分に
時間をかけられ、交通路は相当発達していたと考えられる。
（４）軍事拠点　
洛陽は、中国のちょうど中心にあたり、東西南北の交通
路が発展していたのは前述のとおりである。つまり東西南北に伸びる交通網の中心であるが、これは言い換えると、攻められやすく防衛面という意味から言えば難点であ ことから、決して要害の地とは言えない。洛陽の地形を確認する 、洛陽盆地に入るには、河川により切り開かれた谷間が三箇所（潤水・洛水・伊水） 、 渓谷 二箇所（大 、 轘轅） 、黄河より邙山台地を抜ける道が二箇所あり、さらに 口を含めて八ルートし 開かれていない。自然地形を最大限に活用し自然の要害と てい
る
（11
（
。しかし、いくら自然の要害
になっていたとはいえ、洛陽は、中国のちょうど にたり、地方の勢力が燻っている場合 東西南北 交通路ちょうど中心である洛陽は、防衛面では決して万全で ない。　
事実、漢の高祖は、国都をどこに定めるか尋ねたところ、
高祖の武将は洛陽の方が故郷に近いので洛陽派が多かったが、婁敬が「洛陽は防御に弱い」と言ったため長安 都としたとある
（11
（
。
　
鄴を都とした王朝が中国統一を成し遂げていない特徴が
あると前述しておいたが、鄴は洛陽に比べて北方寄り 、
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東西南北の交通の便が洛陽よりは良くない。だから、鄴を都にしておいた方が、防衛するという点では好都合であったのではないかと考えられる。　
しかし、ほぼ華北を手中にした曹操の晩年をみると、関
中平定戦では潼関で、張魯征伐では陽平関で、蜀の劉備征伐では定軍山 敵と対峙した（表２参照） 。これらの戦場を地理的にみてみると洛陽が重要な拠点となっていたと考えられ、さら 曹操は死ぬ間際まで西 の前線に居たことや、曹操自身が洛陽で亡くなって ることもあっ
て
（11
（
、曹操
の晩年には、洛陽が軍事拠点とし も重要であったことは、想像に難くない。　
以上のように、中国のちょうど中心である洛陽は軍事拠
点としてはかなり重要であったと言える。ここで問題なのは、いくら董卓に破壊しつくさ いえ、洛陽 ある歴代王朝が築いた経済システムを最初から再興する が曹操にとって覇業を進めていく上で効率がよ ったので ないだろうかと 推測できるのである。　
なお、なぜ洛陽を本拠地にできなかったのかとい 理由
は後ほど考察する。
　
３．許
（１）歴史的背景　
歴史は古く、西周の時代には「許国」と呼ばれたが、春
秋の時には、許国は弱小で、隣接する強国鄭の圧迫により中心を移した
（11
（
。
　
秦の時代（前二二一～前二〇六年） 古城に許県が置
かれ、潁川郡（治所 陽翟、現在の兎県）に属した。後漢末になると、董卓 乱 よって都城洛陽は残破し、曹操の当時の本拠地であった許に漢の献帝を迎えてこの地を都（一九六年）とし、漢の最後の帝都となった。魏の文帝曹丕は許を許昌と改めた
（11
（
。
　
しかし、魏晋南北朝時代に入ると戦乱が頻繁に起こり、
王朝が絶え間なく代わるという状況下で、この地域 政治的地位が低下していき、そしてその後の時代 おい も国都の地位に戻ることはなかった
（11
（
。
（２）農業拠点　
曹操は、献帝奉戴後この許において屯田制を開始した。
これにより、曹操は豊かな食糧供給源を手に入 その成功を基に鄴や洛陽などの各地へ屯田制を展開したこ から許は曹操の覇権の基盤となっていく。
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曹操が屯田制を敷いて流民を受け入れ耕作するという政
策は、この地の地勢が背景にあるだろう。許には平地が多く、潜在的な耕地面積が広大なのである。　
典農中郎として、 屯田の管理にあたった任峻の記述に「人
民から募集して許の県下で屯田させ、百万斛の穀物を取り入れ、郡と国でいずれも田官を置き、数年 うちにいたる所で栗粟を蓄積し 倉庫はすべていっぱいに っ
た
（11
（
。 」 、と
あるように、この制度は、食料事情 安定化とともに軍糧輸送の省力化をもた た。（３）交通拠点　
許の地は地理的に平原地帯で周囲には河川が縦横には
しっている。　
陳有忠によると、南に
水があり洧水が流れており、こ
れに加えて後漢末に棗祗が屯田を行った時、河渠が人工的に開墾された。周囲には河川 縦横に走り 魏の重要拠点であり、呉への戦いの際 はここより出発している
（11
（
とする。
　
また、 清代の 『讀史方輿紀要』 （巻四十七河南二許州） では、
「耕屯有頼
　
転輸易通」と、解釈されるように、交通は他
の拠点同様便利であったといえるが、位置的に鄴や洛陽と比べると南方にあたるため、南方に行くの 有利だが、北
方に行くには不利であった。（４）軍事拠点　
黄巾賊はこの兗州を重視し、潁川と汝南の地に最大の兵
力を置き、洛陽を脅かしているが、平地の多いこの地は、攻めるに易く守るに至難という地域である。　
表１によると、献帝奉戴後（一九六年）から、鄴を本拠
地とする前まで、曹操は主に許 ら各戦場に赴いていることから、ここが初期の重要軍事拠点であったとして間違ない。袁術・張繡や呂布 討伐には許から出陣しており、さらに袁紹との天下分け目の合戦である官渡の戦 もここを重要拠点 している。　
その後、曹操は鄴を本拠地としたが この地は献帝が住
んでいることや呉との対峙拠点であることとしても重要であり軍事拠点としての地位は揺らぐことはなかったであろう。しかし、地形的に考えるとこの地域は洛陽 ような自然の要害がないという致命的な弱点がある。事実、建安二四年 （二一九） 、 南方の戦局が緊迫し、 于禁ら 七つの部隊がことごとく関羽に捕えられ、曹操は前線が許に接近したと見なし、国都を移そうと考えた いう点からもわかる
（11
（
。
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（５）その他　
曹操期のこの地域の特筆すべき点として、洛陽の玄関口
ともなる場所であったため、潁川と汝南の清流派と呼ばれる知識人や曹氏一族、袁氏一族 夏侯氏一族、など三国志で活躍する人物を数多く輩出している
（1
（
。
　
曹操が優秀な人材を多く確保できたのは、この地域を制
していたという事情があると考えられる。　
以上のように、許は、防衛という点でみれば鄴と洛陽に
比べて不利であるこ がわかる。よって後漢末に洛陽が荒廃していたため、急遽許に天子を迎えた、 いう理由がなければ、国都の地位とはなりえな っただろう。　
事実、南北朝時代に入ると、戦禍に見舞われそれ以降政
治的地位を回復することがなかっ 点からもその事が窺える。　
４．小結
　
以上により、鄴・洛陽・許の地域の農業・交通・軍事拠
点という観点から考 てきたが、中原の覇者 曹操にとっては、どの要因からみ もこの三拠点は死守 なければならなかった重要な拠点であっ ことがわかる。
　
しかし、三拠点の中で本拠地として考えるとすればどこ
が相応しいであろうか。　
まず、鄴と比較して洛陽は、交通面で言えば、地理的に
中国のちょうど中心にあたり、東西南北の交通路の中心でもあるため、洛陽の方が優れている。しかし、それは軍事面で考え と、敵に攻撃されやすいという面もあり、まだ中国を統一していない曹操にとっては、洛陽を本拠地とするのには時期尚早であったと考えられる。　
つぎに、鄴と比較して許は 最初に屯田を開始した拠点
であるため、農業生産力は高く、交通の面も不便ではないが、軍事面において防御できる自然要害がないのは不利である。よって、許も鄴に比べて本拠地にはしづらい。　
最後に、鄴は、潜在的に農業生産力も高く曹操自身が漕
運路を構築するなど交通路を整備し、ま 中国を統一していない曹操にとって防御面から見ても最適である。　
しかし、北方異民族以外の他勢力征伐のためには、鄴よ
りも洛陽や許が重要拠点であったことがわかり その征伐の戦略によって、軍事重要拠点が変化して ることがわかる。　
一方で鄴は、西北や南方から攻められた場合には、黄河
という障害があるため、彼ら 結託し攻めて来ても、洛陽
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や許に比べて安全とも言える。　
よって、中原の覇者ではあるが、まだ天下統一を成し遂
げていない曹操期においては、食料、交通、軍事面を総合的に考えると鄴を本拠地にした方が良いと言えるだろう。しかし、曹操亡き後すぐに、曹丕が洛陽に遷都したとい点が納得できな 。それぞれが他拠点よりすぐれていいう だけで鄴を本拠地にしたとは言えないのではないか。　
更に言えば、鄴に銅雀
台
（11
（
を建設する力があるのであれ
ば、それをなぜ洛陽復興 使わなかったのか。もっ 言えば、洛陽は漢王朝の都であったところである。そこを復興させ、本拠地にした方が曹操にとっ は都合が良いのではないか。もっと政治的 思惑 るのでは いか。　
次章では、食糧・交通・軍事の要因以外という点で 曹
操の政治的思惑から鄴が本拠地になりえた理由をも検討ていき、さらに曹操期の鄴の意義をさぐっていきたい。
第２章
　
曹操期の政治的思惑
　
確かに、覇権争いに必要な食糧・交通、軍事面からも鄴
の優位性は判明したが それ以外の要因はないのであろうか、ここではその可能性について言及していくことにする。
　
１．冀州地域の諸候の封地と豪族との関係
　
曹操が鄴を本拠地として選定する前は、韓馥もしくは袁
紹がそこに居たが、なぜ彼等は数ある地域から鄴を選んだのかという点について、もう少し考察を加える。　
塩沢裕仁は、漢代における郡国の状況をみ とき 鄴は
諸侯国でないのに対し、鄴の周りは諸侯国で 。これは農業生産性と関係 あり、袁紹 冀州を領 たのもここに原因があるの はないか
（11
（
と指摘する。
　
また、五井直弘は以下のように述べる。この時代の諸侯
国とは、漢の王族に封邑を与えて一郡を領有させたものであるが、もちろん政治的権力はなく、 応国と称 が普通の郡とかわらない。封邑と 、あらかじめ指定された県や郷や亭（郡県制の基本単位となった城郭都市）の租税の一部を年金として受け取る権利 こ う。また、彼らに与えられる領土は 政治的・経済的支柱地域ではない
（11
（
、と。ここでは、それぞれの地域を具体的に検討するこ
とはさけるが、図１をみ と 塩沢 指摘のとおり、鄴を取り囲むよう 、まわりは諸侯国となって る。　
また、宮崎市定は、以下のように述べ
る
（11
（
。この時代の諸
侯は凡庸の君が多く、政治は中央に頼らなければ らず、そこが中央の狙いであって 有能な官僚を傅 あるいは相
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という名で送り込み、王の顧問となって指導しながら監督させたのである。しかし、 彼等は中央から派遣されたと言っても、その国 は王の臣下となるため、中央と諸侯の間の板ばさみとなって不運な死を遂げた人は数知れずいる。文人として有名な賈誼は梁王の傅に任ぜられたが、その王が落馬して死んだので、傅たる任務を果たせなかったのを歎き、常に哭泣し 一年あまりを過ごし、三三歳 若さで死んでしまった
（11
（
、とする。
　
石井仁は、建安十一年（二〇六年） 、漢室諸王のとりつ
ぶしが実施され、対象は、斉王、北海王、平原王、甘陵王、済北王、下邳王、常山王、阜陵王の八王国で 曹操の将来の政権構想の足かせになる前に帝室の勢力を弱めるのが主目的であ
る
（11
（
とする。曹操が冀州から袁家の勢力を追いやり
并・青両州も平定 た年に っそくこのとりつぶしが行われたという は、石井が指摘するように諸侯王がめざわりな存在であった であろう。よって、鄴を本拠地とした理
由の一つとして、諸侯王の勢力が弱い地域であった理 もあったのではないだろうか。　
さらに興味深い内容として、漢王朝の詳細な戸
口調査の統計資料の分析によって漢代社会の地域性の総合的把握を試みた佐竹靖彦は、以下のように指摘する。漢末から後期中期末にかけて、最も豪族勢力の発展傾向が強く、しかも後漢末に最大の豪族勢力の成立をみ のは、渤海を中心とする幽州冀州青州の一帯であり、そこではそれに伴って相当の生産力の発展がみられ ことがわかる。後漢末に袁紹の勢 が冀州を基盤にして成立 、曹操の勢力が同じく冀 から青州にかけ 基盤をもったのは偶然ではない
（11
（
、と。
譚其驤『中国歴史地図集　第２冊　秦・西漢・東漢時期』
暁園出版社有限公司、（（（（、（（ － （（ 頁
図１　後漢の諸侯国
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この豪族の力を袁紹や曹操が基盤としたという点に注目
したい。　
金文京も次のように述べる。豪族の力が強くなればなる
ほど、豪族が土地集積を促し、技術改良や生産手段が集中されることによって、農業生産力は増大していくが、搾取される側の農民はますます苦しく、さらに飢饉などが重なり、土豪・豪族に依付するか、流民化 もしくは流民と化すまでには至らない大量の窮民 妖賊の発生が多 なるという矛盾をこの地域は抱えており、困窮 た農民 やがて太平道という宗教集団の教義と結びつき 黄巾の乱となって爆発した。このため、豪族勢力が強 地域は 賊との主要戦場となっていくのである
（11
（
、と。
　
このように豪族たちはこの動乱を鎮めてくれる有力な群
雄と積極的に結びつき、地域 強固にしていこうとした。加えて、群雄たちも豪族 ちの資源を調達して軍需 必要を満たさなければならなかっ 事情も である。　
以上のように、筆者は鄴に対して、諸侯王の影響が薄く
王朝のしがらみがないため行政のしやすい土地であり、さらに豪族勢力の強い地域だったからこそ農業生産力が高く、また、その豪族勢力を利用することができ と う点
などを考えた。　
ここからも、曹操が覇業を推し進めるには、鄴が他地域
より最適な拠点だったと言えるだろう。　
２．簒奪の準備のための鄴
　
つぎに、鄴を本拠地とした方がよかったと考えられ 要
素として「簒奪の準備」をあげたい 曹操は最後まで後漢の臣下 全うし皇帝に ることはなかったが、曹操の死後すぐに息子の曹丕が献 から禅譲という形で皇帝になった。これは、曹操が準備に準備を重ねていたからこそ、滞り く王朝の交替ができたと言える。　
よって、この節では鄴が簒奪の準備にどう役に ったの
か考察していき い。（１）漢王朝側と曹魏側との関係について　
漢王朝と曹操との関係が当時どういう状況だったのかに
ついて、宮崎市定は、以下のごとく述べる。 の下に集まった豪族出身の軍閥 急激に貴族化しつつあり、中原には後漢朝の旧貴族と曹氏直属の新貴族との二重貴族制が出現し、旧貴族 消滅は言うまでもなく後漢 消滅を意味し、易姓革命の準備は着々と進行する、とし、魏国側で
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粛々と簒奪の準備が進められていた、と。さらにつづけて宮崎は、九品官人法を施行した理由について、反魏感情の強い旧漢王朝の官僚を魏に迎える際の資格審査としての側面を重視したとある
（11
（
。
　
このように、漢王朝側からすれば、あからさまに簒奪の
準備を進める曹操に対し、その流れ 阻止 ようと動いていたであろうし、反対 、曹操側からすれば、滞りなく簒奪の準備をするためにその勢力を排除しようとしたことがわかる
（1
（
。
　
さらに、曹操側からすれば、南方や西北が平定されてい
ない以上、なるべく漢王朝側 刺激するこ なく簒奪の準備をする方がよい。そのための方法として、役職を高められるだけ高めようとし、さらにできるだけ漢王朝 離れたところでその準備を行う方がやり易いだろうと当然推測できるのである。　
次節では、曹操の役職の変遷を詳しく見ていき、筆者の
想定を実証していきたい。（２）曹操魏政権の役職の変遷　
天子奉戴後の曹操の役職の推移からみていくことにす
る。表３は曹操の役職の変遷を示し ものであるが、こ
ように曹操の役職の推移を見てみると、曹操は後漢王朝の権威を利用するだけ利用し、役職を高めるだけ高めていったことがわかる。 
では、許にあった朝廷はどうであったのだろうか。陳琳
は、官渡の戦いの際の檄文 中において次のごとく記している。　「曹操は精鋭七百をもって、宮殿の周りを固め、表向きは護衛と称してはいるものの、そ 実拘禁にほかならない
（11
（
」 、と。
　
また、于濤によると、許の場内 は、曹操が任命し派遣
した腹心の王必が、兵を率いて許都城に駐屯して守備したとあり、曹操 丞相府の要人が、長期にわたって政権の枢から離脱して たのは正常で なく、王必は許を監督、管理していた可能性が大きい
（11
（
、と。
　
さらに、許の城外でいえば、塩沢裕仁は、漢の臣僚と魏
の属僚との対立する空間が許昌という一都城の内に存在し、かつ漢の臣僚によって形成されて る空間 曹操とっても異質かつ危険な空間であっ こと 理解され 許昌における曹操の居所は、城外にあった屯営である。そこは、曹操傘下の勢力が出征・帰還する独自 居住・駐屯空間であった 言えよう
（11
（
と主張する。
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これは、曹操が許都を監督、管
理しているのにほかならない。事実上、後漢王朝 周辺は、幽閉に近いような環境であったといえる。　
以上のように、曹操 軍事上
の勝利によって群雄を淘汰していき、それと同時にその地位は上昇をつづけ、最後にはほぼ天子と同じ体制を整えていたことがわかる。　
では、なぜ曹操は袁紹討伐後、
献帝の居る許都に戻らず、鄴を本拠地としたのだろうか。もしくは、なぜ献帝を鄴に遷さなかったのだろうか。　
それは、後漢王朝側が曹操暗殺
を模索していたと考えられる空間内では絶えず身の心配をしなければならず、漢王朝側となるべく直接の接点を持ちたくなかったということは想像に難くない。事実、曹操は漢王朝側から二度も暗殺さ
年 役職 品 官職の説明及び曹操の状況
建安元年（（（（ 年）（ 月 建徳将軍 雑号将軍
袁紹から与えられた行奮武将軍と違い、皇帝から
直接任命されたもので、はるかに正式な役職で
あった。
建安元年（（（（ 年）（ 月 鎮東将軍 二
役職は、四征将軍に次ぐもの。曹操は、同時に費
亭公に封じられた。
建安元年（（（（ 年）（ 月
司隷校尉
録尚書事
三
司隷校尉は、首都および近郊の治安を司り、百官
の不法を取締る。同時に司州の刺史と担う。宮中
の文書をつかさどる尚書の総監督も兼務した。
建安元年（（（（ 年）（ 月 大将軍 一
大将軍は、後漢において外戚のために設けられた
役職だが、袁紹に気遣い辞退した。
建安元年（（（（ 年）（（ 月 司空　車騎将軍 一
司空は、後漢朝の最高位三公の （ つで官吏の不正
取締をつかさどる。都督の車騎将軍を兼務した。
董承の政変の結果、曹操の司空府が従来の将軍府
にかわった。
建安九年（（0（ 年） 冀州牧兼任
牧のみ
（五）
州の長官を刺史といったが、中平 （ 年（（（（）よ
り牧と呼んだ。曹操の軍府が許都から鄴へ移転し、
許の後漢王朝と鄴の司空府が並立した。
建安十三年（（0（ 年） 丞相 一
丞相は、前漢では三公の （ つであったが、後漢で
は廃止された。
しかし、建安 （（ 年（（0（）、三公が廃止され、丞
相と御史大夫が新設され、曹操は丞相となり、群
臣の最高職に昇った。漢の臣下で丞相たる曹操を
掣肘しうる存在は制度上いないことになった。
建安十八年（（（（ 年）（ 月 魏公
冀州十郡を食邑として賜る。社稷・宗廟（土地・
農業神と先祖を祀る施設。君主たる者この二つを
建てることになっていた）を建て、大臣らを任命
し、ほとんど独立国家の体制になった。
建安二十一年（（（（ 年） 魏王
天子の旗じるしをかかげ、出入りには警蹕（先ば
らいの声）を発することが許され、天子と同じ
十二の旈（冠のかざり）をつけた冕をかぶり、金
根車というお召し車に乗って、六頭立ての馬にひ
かせることも承認される。これらの経緯をみると、
もはや天子と変わりのない体制を整えている。
表３　曹操の役職の変遷
※　堀敏一『曹操―三国志の真の主人公』（刀水書房、（00（ 年）、今鷹真・小南一郎・井波律子訳『正史三国志 （』
（筑摩書房、（（（（ 年）の三国官職表を基に作表。
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れそうになっている
事
（11
（
があり、さらに言えば董卓や梁冀の
前例もある。あからさまに簒奪の準備をしようとした力をもった臣下に対し、後漢王朝側は暗殺を企て、実際、董卓と梁冀においては成功し のである
（11
（
。
　
また、 正史によると、 「出兵する三公が天子に謁見する際、
武器をもった虎賁を左右にならばせ、そのあいだ 進むというのがある。曹操が出陣の挨拶のため 参内したとき、この儀礼を復活させる。退出した曹操の背中には冷や汗がにじんでいた。これ以来、曹操は二度と参内しなくな
る
（11
（
。 」
と、あるが、これは明らかに曹操に対する漢王朝側の警告であるように感じられる。　
曹操にとっては、許にある後漢王朝に近づくことができ
ず、まして、献帝を鄴に遷すことなどは かなりリスクが高いと言わざるをえない。　
つまり曹操にとっては、鄴を本拠地とすることで、鄴と
許の物理的な距離が反曹魏の気運 高まり 鎮静化させ、また鄴 覇府にいて許に 後漢政府を遠隔操作し時間をかけて許にある後漢王朝を空洞化できたとも考えられそして曹操の役職が魏王となった時点で、 城の魏王国の政府が事実上の新しい朝廷になり、後は天子の退位を待つだけという状況にしていたとも言えるのである。
　
以上により、曹操の拠点である鄴が許から距離が離れて
いるという好条件だったからこそ、臣と称しながら時間をかけて次第に勢力を削減していく方式が採れたといえるだろう。
おわりに
　
以上のように、曹操はなぜ鄴を本拠地にしたのかという
点について、覇業に必要な要素である、食糧・交通・軍事拠点であっただけではなく、諸侯王 が弱い地域でありまた豪族勢力を基盤とすることができたからだと筆者は考えた。　
さらに、簒奪を視野に入れている曹操にとって、鄴が漢
王朝のある許より距離が離れているという条件も都合が良かった。なぜなら合理主義者であった曹操でも、漢王朝の重みは無視することができず、魏を建国し得るためには時間を充分かけなければならなかった。そういった意味でも、後漢王朝の都であった洛陽や、献帝の居る許に比べ、目立たない地域であった鄴の方が、他勢力を刺激せず 粛々と簒奪準備を行える都合の良い場所であった。このような複合的な要因で、曹操は鄴を本拠地にしたと言える である。　
しかしながら、曹操が、中国を統一していない以上、軍
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事面で考えると鄴だけで完結することは難しく、洛陽や許も重要な拠点であったのは間違いない。　
最後に、曹操の死後いわゆる五胡動乱期の動向ないし消
長をみると、曹操と同様のパターン、つまり実権を掌握したものが国都 は異なるところにひらいた覇府が国都 コントロールしていき、最終的には覇府が統一してい
く
（11
（
とい
うこの一連の様相が覇府の先例となったと考えられる。その歴史的な意義については 今後さらに検討して く必要があるが、 この曹操の鄴建都が、 中国史上大きな意味を持ったといっても過言ではない。
注（１）
  
鄴城に関する史料として古くは『水経注』 『鄴中記』明代
の『鄴都宮室志』などがある。また考古学的調査をまとめた研究としては、兪偉超『鄴城調査記』一九六三年、などの研究がある。
（２）
  
馬志冰「魏晋南北朝時代鄴都興起的歴史原因」劉心
長・馬忠理編『鄴城曁北朝史研究』河北人民出版社、一九九一、八九―九〇頁
（３）
  
塩沢裕仁「鄴城が有する都市空間」 『後漢魏晋南北朝都城
境域研究』雄山閣、 二〇一三、 二五三頁（初出『中国史研究』第四〇輯別冊、中国史学会、二 〇六） 。
（４）
  
市来弘志「魏晋南北朝における鄴城周辺の牧畜と民族分
布」鶴間和幸編著『黄河下流域の歴史と環境
―
東アジア海
文明への道』東方書店、二〇〇七、四六―四七頁。
（５）
  
佐久間吉也「曹魏時代の漕運路形成」 『魏晋南北朝水利史
研究』開 書院、一九八〇、九八頁。
（６）
  
伊藤敏雄「曹魏屯田と水利事業」 『佐藤博士退官記念
　
中
国水利史論叢』国 刊行会、一九八四、六七頁。
（７）
  
郭黎安「魏晋北朝鄴都興廃的地理原因」劉心長・馬忠里
編『鄴城曁北朝史研究』河北人民出版社、 一九九一、八二頁。
（８）
  
塩沢裕仁「鄴城が有する都市空間」 （前掲注３） 、二〇五
―二五一頁。
（９）
  『管子』小匡
　
築五鹿、中牟、鄴、蓋、与牡丘，以衛諸夏
之地。所以示勧於中國也。
（
（0）  『史記』河渠書
　
西門豹引漳水溉鄴，同巻滑稽列伝、西門
豹即発民鑿十二渠，引河水灌民田，田皆溉。
（
（（）  
市来弘志「魏晋南北朝における鄴城周辺の牧畜と民族分
布」 （前掲注４） 、三八頁。
（
（（）  
馬志冰 「魏晋南北朝時代鄴都興起的歴史原因」 （前掲注２） 、
八九―九〇頁。
（
（（）  『三国志』魏書巻十五梁習伝
　
建安十八年，州并属冀州，
更拝議郎、
西部都督従事，統属冀州，総故部曲．又使於上
党取大材供鄴宮室．習表置屯田都尉二人。
（
（（）  
市来弘志「魏晋南北朝における鄴城周辺の牧畜と民族分
布」 （前掲注４） 四七―四八頁。
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（
（（）  
馬志冰 「魏晋南北朝時代鄴都興起的歴史原因」 （前掲注２） 、
九一頁。
（
（（）  『水経注』巻九
　
淇水注
　
漢建安九年，魏武王于水口
　
下
大枋木以成堰、遏淇水東入白沟、以通漕運。
（
（（）  『三国志』魏書巻一武帝記
　
十一年八月…鑿渠，自呼・入
泒水，泒音孤．名平虜渠
;又從
泃
河口
泃
音句．鑿入潞河，名
泉州渠，以通海。
（
（（）  『水経注』巻十
　
濁漳水注
　
漢献帝建安 八 ，魏太祖鑿
渠、引漳水東入清洹以通河漕、名目利漕渠。
（
（（）  『水経注』巻十
　
濁漳水注
　
引漳流、自城西東入、至銅雀
台下、伏流入城、謂之長明溝也。
（
（0）  
佐久間吉也「曹魏時代の漕運路形成」 （前掲注５） 、 九八頁。
（
（（）  
伊藤敏雄「曹魏屯田と水利事業」 （前掲注６） 、八九頁。
（
（（）  
郭黎安「魏晋北朝鄴都興廃的地理原因」 （前掲注７） 、
八三頁。
（
（（）  
塩沢裕仁「鄴城が有する都市空間」 （前掲注３） 、二五一
頁を参照。また、前田正名「四～六世紀における太原盆地より河北平野に出る交通路
―
井陘路と濁漳水路
―」 『駒沢史
学』二六、一九七九、十二頁は、 釜口は釜水の口であって、武安県東南に釜山があり、泉源沸沸して釜水の湯のような状態であるので、 口と名づけられた。ここ 、邯鄲や鄴から太行山脈西麓以西に通じ 需要な交通路上の要衝であった。 」とする。
（
（（）  
村田治郎「鄴都略考」 『中国の帝都』綜芸舎、
一九八一、二五四頁（初出『建築学研究』八九、一九三八） 。
（
（（）  
前田正名「三
―
五世紀における太行山脈東麓の地域構造に
関する論考
―
住民構造を通じて
―」 『立正大学教養部紀要』
十、一九七六
　
二―四頁。
（
（（）  
塩沢裕仁「鄴城が有する都市空間」 （前掲注３） 、二五二
―二五三頁。
（
（（）  『三国志』魏書巻六董卓
　
華嶠漢書曰…洛陽城外面百里．
又自将兵焼南北宮及宗廟、
府庫、
民家，城内掃地殄尽．又
収諸富室，以罪悪没入其財物
;無辜而死者，不可勝計。
（
（（）  『後漢書』巻九献帝記
　
百官披荊棘、依牆壁間、州郡各擁
彊兵、而委輸不至、群僚飢乏、尚書郎以下出採稲、或飢死牆壁間。
（
（（）  『三国志』魏書巻一武帝記
　
裴松之注
　
献帝春秋曰：袁紹
叛卒詣公云： 「田豊使紹早襲許，若挟天子以令諸侯，四海可指麾而定。 」公乃解繡囲。
（
（0）  
鳥山喜一『黄河の水
―
中国小史
―』角川文庫、一九七二
　
十三
―
十四頁（初出「支那小史
　
黄河の水」角川文庫、
一九六二年） 。
（
（（）  『三国志』魏書巻二十七王昶伝
　
文帝践阼，徙散騎侍郎，
為洛陽典農。時都畿樹木成林，昶
 
斫開荒萊，勤勧百姓，墾
田特多。
（
（（）  
塩沢裕仁「洛陽八関とその内包空間
―
漢魏洛陽盆地の空
間的理解に触れて
―」 （前掲注３所収） 、二〇頁（初出、 『法
政考古学』三〇、 二〇〇四） 。
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曹操期の鄴建都の意義（木村）
二一
（
（（）  『漢書』本記一
　
高帝紀
　
戍卒婁敬求見，説上曰： 「陛下
取天下与周異，而都雒陽，不便，不如入関，拠秦之固． 」上以問張良，良因勧上．是日，車駕西都長安。
（
（（）  『三国志』魏書巻一武帝記
　
庚子、王崩于洛陽、年
六十六。
（
（（）  『春秋左氏伝』昭公十八年
　
楚左尹王子勝言於楚子曰、許
於鄭仇敵也。而居楚地、以不礼於鄭。十五年、平王復遷邑、許自夷還居葉。恃楚而不事鄭。
（
（（）  『三国志』魏書巻二文帝紀
　
黄初二年春正月…改許縣為許
昌縣。 
名前を改めた理由として、太史丞の許芝が魏が漢に交代す
る予言書としてもってきた 『春秋佐助期』 に 「漢は許昌をもって天下を失う」とあるとし、漢魏革命の正当性として曹丕は許を許昌に変更 たと考えられる
（
（（）  
塩沢裕仁「漢魏の都城
„許昌＂ 」 （前掲注３所収） 、一八〇
―一八一頁（初出『中国史研究』二一、二〇〇三） 。
（
（（）  『三国志』魏書巻十六任峻伝
　「募百姓屯田於許下，得穀
百萬斛，郡國列置田官，数年中所在積粟，倉廩皆満」
（
（（）  
陳有忠「許昌城址考」 （ 『中原文物』一九八五、一期
六七、六七頁） 。
（
（0）  『三国志』蜀書巻六
 
関羽
　
蜀記曰権遣将軍撃羽，獲羽及
子平．権欲活羽以敵劉、
曹，左右曰： 「狼子不可養，後必為害．
曹公不即除之，自取大患 乃議徙都．今豈可生！」乃斬之。
（
（（）  
堀敏一「曹操政権と豪族」 『明治大学人文科学研究所紀要』
三九、一九九六、一〇頁によると、荀彧の推薦者には同郷の潁川の出身者が多く、一族の荀攸、荀悦のほか同郷者の推薦を制度化した九品官人法を作った陳羣のほか郭嘉らがいるとする。
（
（（）  『三国志』魏書巻一武帝記
　
十五年…冬，作
 銅雀台。
（
（（）  
塩沢裕仁「鄴城が有する都市空間」 （前掲注３） 、注
八二、 二五八頁。
（
（（）  
五井直弘『漢代の豪族社会と国家』名著刊行会、
二〇〇一、二四六頁。
（
（（）  
宮崎市定『宮崎市定全集一
　
中国史』岩波書店、
一九九三、一三七頁（初出『中国史
　
上』岩波全書、
一九七七） 。
（
（（）  『漢書』列伝巻四十八賈誼伝第十八
　
梁王勝墜馬死，誼自
傷為傅無状，常哭泣，後歳餘，亦死。賈生之死，年三十三矣。
（
（（）  
石井仁『曹操
　
魏の武帝』新人物往来社、
二〇〇〇、二九五―二 七頁。
（
（（）  
佐竹靖彦「漢代十三州の地域性について」 歴史評論』
三五七、一九八〇、五二頁。
（
（（）  
金文京『中国の歴史４
　
三国志の世界』講談社、
二〇〇五、 六頁。
（
（0）  
宮崎市定『宮崎市定全集六
　
九品官人法』岩波書店、
一九九二、九三頁（初出「 品官人法の研究
―
科挙前史」
東洋史研究
 十五（二） 、一九五六） 。
（
（（）  
例を挙げるとすれば、二〇八年孔融の処刑、二一二年腹
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法政史学
　
第八十五号
二二
心の荀彧の自殺を自殺させたことや、二一四年伏皇后一族処刑があげられる。
（
（（）  『三国志』魏書巻六
　
董二袁劉伝第六袁紹伝
　
操以精
 
兵
七百，囲守宮闕，外称陪衞，内以拘執，懼其篡逆之禍。
（
（（）  
于濤『実録
　
三国志』青土社、二〇〇八、二五七
―
二五八頁。
（
（（）  
塩沢裕仁「漢魏の都城
„許昌＂ 」 （前掲注
（（） 、一九一頁。
（
（（）  
一度度目は、董承で、 『三国志』魏書巻一武帝紀
　
五年春
正月，董承等謀泄，皆伏誅、二度目は、後漢開国の名臣耿況の子孫、時の少府卿たる耿紀 『同書』二十三年春正月，漢太医令吉本與少府耿、司直韋晃等反，攻許，焼丞相長史王必営，必与潁川典農中郎将厳匡討斬之。
（
（（）  
梁冀は、桓帝擁立後（一五一年） 、王莽とおなじように、
「剣履上殿」 「入朝不趨」 「讃拝不名」の臣下の礼を免除される特権を得る。また同じく周公 故事をもちだそうとする。危険信号を察知した桓帝はクーデターを起こし、梁冀は自殺し、一族は処刑され 。董卓も王莽、梁冀と同じ臣下の礼を免除される特権を得たが、一九二年 未央殿に参内した董卓は漢王朝を擁護しようとする士大夫（司徒・守尚書令の王允や中郎将の呂布ら）に暗殺された。
（
（（）  『後漢書』本記
 
皇后紀第十下
　
献帝伏皇后
　
操後以事入
見殿中，帝不任其憤，因曰： 「君若能相輔，則厚
;不爾，幸
垂恩相捨． 」操失色，俛仰求出．旧儀，三公領兵朝見，令虎賁執刃挟之．操出，顧左右 汗流浹背。
（
（（）  
谷川道雄「両魏斉周時代の覇府と王都」 『中国都市の歴史
的研究』唐代史研究会報告第Ⅳ集
　
刀水書房、一九八八、
　
四〇五―四〇六頁を参照。
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